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- 
（１）都市マスタープラン改定の視点  

 

 

《１．人口構成や居住階層の変化に対応したまちづくり》 

区民の３人に１人が高齢者になる時代を新宿は迎えるかもしれません。また、まちから

子どもたちの笑い声が消えてしまう可能性もあります。そして、外国籍の区民は、ますま

す増えていくことが予想されます。新宿区を将来的にも人が住み、子どもを育てられるま

ちとしていくまちづくりが必要です。 

 

 

《２．区民が安全に安心して住み続けられるまちづくり》 

安全に安心して生活できるまちづくりが、区民に強く求められています。ひとたび大地

震が発生すれば、区民の生命や財産ともに、これまで築き上げられてきた美しいまち並み

や景観までも失うことになります。また、近年、集中豪雨などの異常気象や地盤の雨水浸

透力の低下による水害なども増加しており、災害に強いまちづくりと減災社会の実現に向

けての備えが課題になっています。さらに、繁華街を中心に犯罪が多発し、空き巣や強盗

事件も住宅地において拡大傾向にあり、誰もが安全で安心して暮らせるまちづくりを地域

ぐるみで推進していく必要があります。 

 

 

《３．地域の個性を育て創りあげていくまちづくり》 

  新宿区は、南北４キロ、東西５キロ程度の範囲に、超高層ビル群から緑の濃い住宅地ま

で、世界最大規模の繁華街から地域の風情ある商店街まで、江戸の歴史を感じさせる路地

からアジアンテイストな通りまで存在する多様な顔と特色を持つまちです。身近な地域の

まちづくりに対する区民の関心が高まる中、区民が地域に愛着と誇りを持てるヒューマン

スケールなまちづくりを進めていくことが必要です。 

 

 

《４．歴史や文化、環境や景観を次世代に継承していくまちづくり》 

  新宿区の地形は、標高30～40ｍの小高い台地と標高10ｍ程度の低地からなっています。

そして、その低地に沿って、神田川や妙正寺川および外濠などの水面が、区の外周を囲

んでいます。この地形の上で人々が築き上げてきた生活、歴史、文化が、その地域特有

の環境や景観を形成し、時の流れとともに変化しながら、現在も残っています。これら

区民の記憶に残る歴史・文化や自然環境などを「まちの記憶」として次世代に継承して

いくことが必要です。 

 

 

 

《５．「持続可能な都市 新宿」を実現するまちづくり》 

まちづくりにおいては、これまでの開発型から環境創造型への転換が求め

られています。新宿区においても、車中心の社会から歩く人が主役の「歩き

たくなるまち」として、次世代の人々が心豊かに、安定的に生活の質を維持

できる社会の実現が求められています。環境問題をはじめ、持続可能な都市

として今取り組まなければならない課題に向きあい、まちづくりを進めてい

く必要があります。 

 

 

《６．多様な創造型産業を育てるまちづくり》 

    新宿区には、日本を代表する国際的な業務商業から、染色業や印刷業な

ど長い歴史を誇る地場産業、個性的な文化・観光産業など、国内だけでな

く海外に向けても情報発信力の高い様々な産業が集積しています。これら

の産業が時代の流れに対応した新たな創造型の産業として育つことが可能

な基盤整備や、地域の人々や来訪者と交流しながら産業が育っていくよう

な生活環境整備などに結びつくまちづくりが必要です。 

 

 

 

《７．区民、ＮＰＯ等と協働して進めていくまちづくり》 

まちづくりを進めるにあたっては、暮らしやすい地域社会としてのあるべ

き姿をどのように構築し、維持していくかが重要になっています。このよう

な動きの中で、地域住民が自らまちづくりの主役になっていこうという気運

も醸成され、行政には、地域住民の活動への支援や地域との協議の場づくり

などの役割が求められています。今後は、区民を主役として、ＮＰＯや企業

等と行政が協働でまちづくりを進めていくことが必要です。 

１．改定の視点と方針について 
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（２）都市マスタープラン改定の方針 

 

 

《１．新宿区に蓄積されてきた多様性をいかしていく》 

 

①新宿駅周辺を国際的な賑わい交流を創造する中心とする 

社会・経済から文化・生活などに至る人々の様々な活動の国際化や多様化に伴い、

新宿駅を中心として東西方向に拠点が拡大し、より多くの人が交流するようになっ

てきました。このような新宿駅周辺を業務商業の機能に加えて、緑豊かで快適なア

メニティの中心として位置づけ、まちづくりを進めます。また、世界に情報発信す

る多様な機能を持ち、歩いて楽しい環境を備えた２１世紀を先導する創造のまちと

していく取り組みを行っていきます。 

 

②３つの駅周辺の業務商業地を賑わい交流の中心として育てる 

新宿区を特徴づける高田馬場、四谷、神楽坂といった業務商業地においては、そ

れぞれ地域の個性を活かした賑わい交流の中心として、より一層、地域の個性をい

かした魅力ある質の高いまちに育てていきます。 

 

③東西方向に発展してきた交流軸を南北方向に結び付ける 

これまで新宿区においては、地下鉄や道路の交通ネットワークにあわせ、東西方

向を中心として賑わいの軸が形成されてきました。地下鉄１３号線の開通も予定さ

れ、今後、新宿区の重要な骨格の１つになる明治通りと東西方向の賑わい軸を結び

付け、より広がりのある多面的なまちづくりを進めていきます。 

 

《２．まちの記憶を発掘し再生して未来に引き継いでいく》 

 

①資源の発掘や再生により地域の個性をつくる 

地域の個性は、地形や自然環境、先人たちが創りあげてきた施設などに見い出す

ことができます。現在、残されているものの保全はもちろん、時間の経過の中で消

えてしまった資源の発掘や再生により、これらを地域の個性づくりの基盤として活

かしていきます。 

 

②新宿区の骨格を形成する水辺と緑の充実を図る 

区の外周を囲む河川や緑地は、新宿区の骨格を形づくる水辺と都市の森として、

区民や新宿を訪れる人が快適に感じられるとともに、ヒートアイランドの緩和など

の環境面からも大変貴重なものです。これらを「水と緑の環」として捉え、より積

極的に水辺と緑の充実を図っていきます。 

 

 

 

 

《３．個性ある地域の集積により個性ある新宿区を創っていく》 

 

①地域で活動する人が地域の個性を創る担い手となる 

地域住民と行政、企業やＮＰＯ等が協働して、個性ある地域づくりを進めていくこ

とが重要です。これからのまちづくりにおいては、そこで活動する人々が、地域の

個性を創り出していく担い手としてまちづくりの主体となっていくことを新宿区は

支援します。 

 

 

②それぞれの地域が相互に連携する仕組みをつくる 
新宿には個性あるまちが多く存在しており、これらの個性あふれる地域のまちづ

くりをさらに進めるためには、地域の実情や特性に応じた柔軟なまちづくりへの対

応が求められています。区民センターを単位とした生活圏において、新宿区全体と

の調整を行いながら、地域のまちづくりを担うような参画の仕組みを育てていきま

す。 
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■現行の都市マスタープランにおける都市構造の考え方 
 

《職・住・遊の地域生活ゾーン》：多元的な生活都市新宿の地域を形成 
○エリア     地域生活ゾーン（７つの地域に区分） 
○拠 点     生活中心拠点（商業集積等に着目し、地域や地区の生活 

の中心） 
 
 

緑の拠点（地域ゾーンの快適性と安全性を支える

うるおいの中心） 
 
 
 
○ 軸      生活軸 

 
 
水と緑の軸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《広域業務商業ゾーン》：都心から新都心をつなぐ広域的な位置づけ 
○拠 点     新宿駅周辺の新都心地域 
○ 軸      広域業務商業軸 

 
 
 
 
 
 
 

 

高田馬場、神楽坂、大久保・新大久保駅、四谷三丁目駅、
若松町新駅、柳町新駅、早稲田駅、中井駅周辺 

新宿中央公園、西戸山公園、戸山公園、落合中央公園、お

とめ山公園、西落合公園、甘泉園公園、外濠公園、新宿御

苑、明治公園 

新宿通り、靖国通り、外堀通り、大久保通り、早稲田通

り、明治通り 

妙正寺川～神田川両岸の斜面緑地～飯田橋から外濠沿

いの上智大学～迎賓館明治神宮外苑～新宿御苑 

新宿通り、靖国通り､外堀通り沿道 

【整備方針】 
快適な就業空間とするための都市基盤整備 
軸における住機能を含めた複合開発の促進 
軸周辺の住機能の保全 

 

【整備方針】 
ヒューマンスケールの都市づくり 
都市基盤の容量・能力に配慮した節度ある都市づくり 
生活に密着した職・住・遊の多様な都市づくり 
各地域の利便性を高める公共交通網の整備 

■都市構造図 

２．都市の構造について 
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■新たな都市の構造の考え方 

■都市構造図 

軸
（
じ
く
） 

都市活動軸 
利便性の高い都市活動を支えるために、広域交通の確
保・充実や沿道にふさわしい土地利用を誘導すること
により、都市活動の主要な軸となる広域的な幹線道路 

地域活動軸 
「都市活動軸」を補助する形で、地域間の交流を図る
主要な地区内幹線道路 

賑わい交流軸 

明治通り及び新宿通り沿道において、個性的で魅力あ
る商業・業務機能の集積を図り、新宿区の賑わいや交
流の骨格となる軸 

○新宿通り～中央通り 
○明治通り 

水と緑の環 
都市に潤いを与え、その品格を高める要素として、新
宿区の外周に沿った水辺や連続する緑 

７つの都市の森 
大規模施設の緑や公園、斜面緑地、庭園などのまとま
った緑 

○新宿中央公園周辺  ○落合斜面緑地周辺 
○戸山公園周辺    ○早稲田大学周辺 
○外濠周辺      ○明治神宮外苑周辺 
○新宿御苑一帯 

心
（
し
ん
） 

国際創造の心 
新宿区のみならず、広く海外からも多くの人を迎え入
れ、国際的な賑わい・交流を先導する地区 

○新宿エリア 

賑わい交流の心 
新宿区における賑わい・交流を先導する地区 

○高田馬場エリア 
○四谷エリア 
○神楽坂エリア 

生活交流の心 
駅を中心として、日常の生活圏の核となる場所で、生
活に必要な人や情報の交流を先導する地区 

○JR線－大久保、信濃町の２箇所 
○西武新宿線―下落合、中井の２箇所 
○地下鉄―曙橋、落合等の１１箇所 

環
（
わ
） 
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■参考資料 隣接区の都市構造図

港区街づくりマスタープラン(平成８年2月) 

 

千代田区まちづくりグランドデザイン 

渋谷区都市計画マスタープラン２０００(平成１２年) 
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中野区都市計画マスタープラン(平成１２年３月) 

 

文京区都市マスタープラン(平成８年７月) 

基本的なまちの構造 
（土地利用の姿・まちの骨格・まちの心） 基本的なまちの構造（水とみどりの環境） 

豊島区都市計画マスタープラン(平成１２年３月) 
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■地域構成図 


